虚血性心疾患における心室細動アブレーション後のプルキンエ関連心室頻拍化 by 増田 慶太
Conversion to Purkinje-Related Monomorphic
Ventricular Tachycardia After Ablation of













氏     名 増田 慶太 
学 位 の 種 類       EA 博士（医学） 
A学 位 記 番 号       EA 博甲第   7971   号 
A学位授与年月       EA 平成 28年 12月 31日 
A学位授与の要件       EA 学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA 人間総合科学研究科 
A学位論文題目       EA   Conversion to Purkinje-Related Monomorphic Ventricular 
Tachycardia After Ablation of Ventricular Fibrillation in 
Ischemic Heart Disease (虚血性心疾患における心室細動アブ 
レーション後のプルキンエ関連心室頻拍化) 
A主 査       EA     筑波大学教授 博士（薬学）   本間 真人  
A副 査       EA   筑波大学教授 博士（医学）   平松 祐司 
A副 査       EA   筑波大学教授 博士（医学）   堀米 仁志 












（対象と方法）2003年 12月から 2014年 5月まで、筑波大学とその関連病院にて虚血性 VFに対
してアブレーションを施行した連続 21例（平均年齢 66±12、男性 19名、女性 2名）を対象とし、
当該患者の診療録を後ろ向きに調査している。調査内容は、患者背景と検査所見、アブレーション
内容と治療予後であり、VT発生について関連する項目を解析している。 
（結果）対象患者のうち、15例は急性冠症候群に伴う VFであり、虚血イベントから 1 - 59日で初





みが認められたが、他の 7例は VFだけでなく単形性 VTを同時に有していた。 
平均 1.4±0.5回のアブレーションの結果、21例全てで急性期の VF及び VTの消失を得ること
ができた。VFのみを認めた 14例のうち 4例（29%）は、アブレーションにより VFは消失したが、
新たに単形性 VTが出現していた。そのうち 3例は、VT回路にプルキンエシステムを含むプルキ
ンエ関連 VTであり、残りの 1例はプルキンエシステムとは無関係な瘢痕関連 VTであった。VF
と VTを同時に有していた 7例では、全ての VTがプルキンエ関連であり、プルキンエ電位を指標
としたアブレーションで根治していた。 















（結論）虚血性心疾患に対する VFアブレーションでは、１）約 5分の 1の症例で（14例中 3例）





(批評) 本論文は、虚血性 VFに対するアブレーション治療は高い成功率を示す一方、約 20%の症例で
アブレーション後の VT化の可能性があること、プルキンエ電位をターゲットとしたアブレーションは
VF だけでなく VT も根治できる可能性が高いことなどを明らかにしており、今後のアブレーションの
治療戦略に有益な情報を与えるものと評価される。 
平成 28年 11月 4日、博士学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
